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文科省の「放射線」副読本を撤回させよう
． （ ）２０１２年４月２４日号 ＮＯ 1 署名の現状報告

若狭連帯行動ネットワーク、地球救出アクション９７、ヒバク反対キャンペーン

E-mail wakasa@gaea.ocn.ne.jp連絡:〒583-0007藤井寺市林5－8－20－401久保TEL.072－939－5660 ：

「放射線副読本」の撤回を求める署名

呼びかけ団体11 賛同団体2１に拡がっています

さらに賛同をお願いします

、 、 、 、呼びかけ団体：地球救出アクション９７ 若狭連帯行動ネットワーク ヒバク反対キャンペーン 奈良脱原発ネットワーク

福島県教職員組合、チェルノブイリヒバクシャ救援関西、幌延問題を考える旭川市民の会、反原子力茨城共同行動、

双葉地方原発反対同盟、原発はごめんだ！ヒロシマ市民の会、反原発奈良教職員の会、

賛同団体：原発さよなら四国ネットワーク、ストップ・ザ・もんじゅ、原発の危険性を考える宝塚の会、福島原発の廃炉を

求める有志の会、原発やめよう／つながろう関西・マダム会議、とやま原子力教育を考える会、高木学校、たんぽぽ

舎、富山県平和運動センター、反戦老人クラブ滋賀、みどりの未来（兵庫 、３月行動をよびかける女たち、風をおこ）

す女の会（大阪 、ＳＴＯＰ原子力☆関電包囲行動、おとんとおかんの原発いらん宣言２０１１、ノーニュース・アジ）

アフオーラムジャパン、そらとも（愛知 、国際女性年連帯委員会、関西合同労組、反戦老人クラブ京都、チーム「今）

から （北海道）」

全国から、署名が届いています。 各地のお便りを紹介します

前略

私も、ヨコハマの孫を通して、小学生用と中

学生用の放射線副読本を目にすることができ

ました。文科省の欺きは驚くばかり、腹立たし

いことです。

若狭ネット様

こんにちは。私は友人と原発読書会を開いて

います。賛成派と反対派の本を読み比べてい

ます。とても楽しんでいます。

また、脱原発会議杉並にも参加して デモ

やお花見大会を企画しています。 4月16日Ｓ

私は事情により京都の実家に住むことが多

い毎日です。

子どもは高師浜（海のそば）に勤めていて

東南海地震が言われる今 津波がやはり怖い

です。

和歌山の原発を阻止したご夫妻に感謝。Ｍ

前略ごめん下さいませ。

友人に頼まれましたので、用紙をコピーして

一応5枚分25筆分集まりましたので、お送りい

たします。

かしこ ０

署名が続々と届いていますが、まだまだ足りません！ さらなるご協力を！！

４月２４日 現在

・ 北海道、東京、神奈川、埼玉県、長野県、静岡県、大阪府、京都府、兵庫県、岡山県、高知県、愛媛県か

ら、計９２７名分 集約 カンパ３万３千円です。
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福島県教組から 放射線教育の在り方についての提言です
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自分の住んでいる学校では、副読本はどうなっているのか、

各教育委員会に質問、申し入れに行きましょう。

質問・申し入れのひな形をつくってみました。 これをもとに、申し入れを行って下さい。

結果はお知らせ下さい。

各地教育委員会への質問・申し入れのひな型

年○○月○○日2012

教育委員会○○○○○

教育委員長 様○○○○○

教 育 長 様○○○○○

文部科学省発行の「放射線副読本」の学校配布に関する質問・申し入れ書
申し入れ人

○○○○○

文部科学省が、昨年 1０ 月に作成した『放射線等に関する副読本( 以下 『副読本』とす、

る) 』がこの3月の年度末に全国の児童・生徒に配布すべく各学校に直接送付されたと聞きま

したが、この『副読本』に関して、以下の質問・申し入れにお答え下さい。

---- ----質 問

1）学校現場における配布状況を詳しくお知らせ下さい。そして、現在、冊子はどうなって

いますか。

2）文部科学省は各都道府県教育委員会を通じて各学校から希望を取り、希望のあった学校

へ直接郵送したとしていますが、貴教育委員会および希望した学校は『副読本』の中身

を知って申し込まれたのですか。

3）貴教育委員会はこの『副読本』の内容をどのように評価されていますか。

4）そもそも、この『副読本』の作成及びその後の経過をご存じですか。

①フクシマ事故後、それまでの「わくわく原子力ランド （副読本） 原発の安全性を」 ----

ＰＲしながら 「地震・津波に原発は耐えられる」と書いてありました が急遽回収、 ----

されたことをご存じですか。

②文部科学省は新たに、事故で放出された放射性物質による人体への影響などに不安

を抱いている人が多いとしてこの『副読本』を作成したとしていますが、これまで教
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育現場で原子力推進の宣伝・研修をいろいろ繰り返してきた「原子力文化振興財団」

に丸投げしてつくらせたことはご存じですか。

、 （ ）③昨年12月9日の閣議後の会見で 中川正春文部科学大臣が 放射線の副読本について

「内容に影響はなかったと思うが、電力会社が中心になってつくっている団体への依

託は適当でなかった」と陳謝したことはご存じですか。

④今年3月16日に福島県議会から国に“放射線教育の副読本を福島県の現状を踏まえた

内容の教材に見直すことを求める意見書”が出されたことをご存じですか。

そこでは 「今回作成された副読本は、放射線の基本的性質の記述が多く、原発事、

故にはほとんど触れられていない。････よって、国においては、子どもたちが正しい

放射線の知識を身につけ、自ら考え、正確な判断ができる教育が行われていくよう、

放射線教育の副読本を福島県の現状を踏まえた内容の教材に見直すよう強く要望す

る 」と書かれていますが、ご存じですか。。

---- ----申し入れ

貴教育委員会が

① 学校に送付されている『放射線副読本』を子どもたちに配布

しないように、各学校長に指導してください。

② 国に『放射線にかかわる副読本』の撤回と回収を求めてくだ

さい。

この『副読本』の中には、原発事故の実態や原子力発電の危険について、ほとんど記述が

ありません。そもそも福島第一原発事故による放射性物質の放出が子どもたちの不安や現実

の危険をうみだしている最大の原因であるにもかかわらず 「はしがき」でわずかにふれら、

れている程度です。また 「私たちは今も昔も放射線がある中で暮らしています」(小学生向、

け、p.5) と、以前から身の回りに放射線があることを強調したり 「放射線は、体を通り抜、

けるため、体にとどまることはなく… （中学生向け、p.13 「どのくらいの(放射線)量を」 ）、

受けると人体にどのような影響があり、どのくらいの量までなら心配しなくてよいのかが次

第に分かってきています…一度に 100 ミリシーベルト以下の放射線を人体が受けた場合、

放射線だけを原因としてがんなどの病気になったという明確な証拠はありません」(小学生

向け、p.11～12) など、被ばくの影響を過小評価する記述をしており、ひどいというほかあ

りません。

これでは、被ばくさせられている福島現地の人々の“不安”や“批判”を押さえつけ、全

国各地に避難している子どもたちや家族を“孤立”させるだけでなく、日本国民全体に被ば

くの影響の過小評価を押しつけ、脱原発の国民世論を封じ込め、原発推進を後押しするもの

と言わざるを得ません。

以上


